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『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』
考 

 

中 

嶋 

英 

介 

  

要 

旨 

 

本
論
文
は
廣
瀬
豊
編
纂
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
～
四
二
）
の
翻
刻
方
針
や
書
誌
情
報
を
見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
全
集
』
は
廣
瀬
豊
が
各
地
で
行
っ
た
資
料
調
査
を
も
と
に
収
集
・
編
集
さ
れ
、
今
日
ま
で
も
数
々
の
先
行
研
究
で
基
礎
的
文
献
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
『
全
集
』
は
数
多
く
の
問
題
点
を
残
し
た
。
『
治
平
要
録
』
や
『
山
鹿
語
類
』
で
は
朝
廷
批
判
や
被
差
別
部
落
に
関
す
る
用
語

を
削
除
し
て
お
り
、
全
て
原
典
に
沿
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
治
教
要
録
』
は
広
瀬
の
調
査
当
時
に
欠
本
し
て
い
た
巻
が
別
の

体
裁
で
現
存
し
て
お
り
、
書
誌
情
報
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
で
は
今
後
、
我
々
は
い
か
に
し
て
素
行
の
文
献
に
触
れ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。 

 

平
戸
山
鹿
家
の
文
献
は
、
長
年
平
戸
積
徳
堂
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
期
に
一
時
松
浦
伯
爵
家
（
豊
島
区
）
に
移
る
等
、
一
部
点
在
し
て

い
た
。
近
年
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
山
鹿
文
庫
」
と
し
て
移
管
さ
れ
、
一
部
史
料
を
の
ぞ
い
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
素
行
の
著
作
の
み
な
ら
ず
、
平
戸
積
徳
堂
に
伝
わ
る
文
献
目
録
等
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
史
料
点
数
は
一
三
〇
〇
以
上
に
も
の
ぼ
る
。『
全

集
』
の
活
用
自
体
は
あ
る
べ
き
と
は
思
う
が
、
翻
刻
姿
勢
に
難
を
抱
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
編
纂
者
廣
瀬
豊
の
意
向
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
か

か
る
前
提
の
も
と
で
、
今
後
は
山
鹿
文
庫
等
を
軸
に
原
典
と
の
照
合
を
踏
ま
え
た
素
行
研
究
が
必
須
と
い
え
よ
う
。 
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は
じ
め
に 

  

思
想
史
研
究
、
特
に
思
想
家
個
人
の
研
究
に
む
か
う
と
き
、
我
々
が
手
に
す
る
の
は
当
該
思
想
家
に
よ
る
著
作
だ
ろ
う
。
研
究
対
象
で

あ
る
思
想
家
の
全
集
な
い
し
著
作
集
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
読
み
込
み
、
思
想
を
読
み
解
い
て
い
く
作
業
が
は
じ
め
の
一
歩
と
な
る
。
戦

前
に
数
多
く
発
行
さ
れ
た
思
想
史
家
の
全
集
や
『
日
本
思
想
大
系
』（
全
六
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
～
七
三
）
等
の
叢
書
類
は
、
数

多
く
の
研
究
者
が
著
作
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
、
そ
の
後
の
思
想
史
研
究
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
の
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
一
方
、
研
究
者

が
全
集
や
著
作
集
を
用
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
の
完
備
性
も
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
集
や
著
作
集
は
、
著
作
の
選
出
等
で

編
者
の
方
針
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
文
字
通
り
全
て
の
著
作
を
網
羅
し
た
「
全
」
集
と
し
て
信
頼
に
価
す
る
か
否
か
は
、
著
作
集
に

よ
っ
て
大
い
に
異
な
る
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
近
世
思
想
家
山
鹿
素
行
（
一
六
二
二
～
八
五
）
に
つ
い
て
も
、

編
纂
者
の
意
向
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
た
現
実
を
我
々
に
突
き
つ
け
る
。 

 

山
鹿
素
行
の
著
作
集
は
抄
録
を
含
め
て
戦
前
よ
り
盛
ん
に
翻
刻
さ
れ
て
き
た
。
戦
前
の
代
表
的
な
著
作
集
に
限
れ
ば
『
山
鹿
語
類
』
全

四
巻
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
〇
～
一
一
）・
『
武
家
事
紀
』
全
三
巻
（
山
鹿
素
行
先
生
全
集
刊
行
会
、
一
九
一
六
～
一
九
）・
『
四
書
句
読

大
全
』
全
六
巻
（
国
民
書
院
、
一
九
二
〇
～
二
二
）・
廣
瀬
豊
編
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』
全
一
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
～
四

二
）・
『
山
鹿
素
行
集
』
全
八
巻
（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
一
九
三
六
～
四
二
）
、
そ
し
て
戦
後
は
『
日
本
思
想
大
系
三
二 

山
鹿
素
行
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）
、
近
年
で
は
土
田
健
次
郎
訳
注
『
聖
教
要
録
・
配
所
残
筆
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
一
）
、
秋
山
一
實
編

「
山
鹿
素
行
自
筆
本
『
配
所
残
筆
』
―
写
真
・
翻
刻
・
研
究
・
校
訂
・
意
訳
」
（
錦
正
社
、
二
〇
一
三
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

 

中
で
も
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』
（
以
下
、
『
全
集
』
と
表
記
）
は
、
講
義
書
の
『
山
鹿
語
類
』
、
武
家
の
歴
史
を
記
し
た
『
武
家
事
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紀
』（
抄
録
）
、
そ
し
て
日
本
中
華
主
義
を
論
じ
た
『
中
朝
事
実
』
等
、
素
行
の
主
著
が
網
羅
さ
れ
た
著
作
集
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
『
全

集
』
の
発
行
後
、
素
行
研
究
は
進
み
、
現
在
ま
で
ほ
ぼ
無
批
判
の
も
と
で
『
全
集
』
が
主
要
文
献
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

 

（
1
）

 

 
し
か
し
な
が
ら
、
『
全
集
』
は
数
多
く
の
課
題
を
残
し
た
。
詳
し
く
は
本
論
に
譲
る
が
、
堀
勇
雄
が
指
摘
し
た
『
治
平
要
録
』
上
に
お
け

る
朝
廷
批
判
の
ほ
か
、

 

（
2
）

発
行
当
時
を
反
映
し
た
と
思
わ
れ
る
削
除
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
、
そ
も
そ
も
「
全
」
集
の
体
を
な
し
て
い
る
の
か
、

疑
問
点
も
少
な
く
な
い
。
近
年
、
佐
久
間
正
氏
は
伊
藤
仁
斎
全
集
及
び
素
行
全
集
の
増
訂
を
提
起
し
て
お
り
、

 

（
3
）

『
全
集
』
へ
の
厳
し
い
目

線
の
指
摘
自
体
は
さ
れ
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
仮
に
『
全
集
』
へ
の
疑
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
何
が
欠
点
で
あ
る
の
か
、
疑
義
の
み
が
一

人
歩
き
し
て
、
内
実
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

そ
の
背
景
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
素
行
の
著
作
が
膨
大
で
あ
り
、
か
つ
研
究
史
上
に
お
い
て
『
全
集
』
収
載
の
著
作
で
す
ら
読
み
き
れ
て

い
な
い
事
情
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
著
作
の
読
解
云
々
の
事
情
と
『
全
集
』
の
見
直
し
は
、
本
来
切
り
離
す
べ
き
課
題
で
あ
っ
て
、
『
全

集
』
自
体
の
再
検
討
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
必
要
で
あ
る
。

 

（
4
）

 

 

か
か
る
検
討
を
行
う
上
で
『
全
集
』
を
見
直
す
手
が
か
り
は
あ
る
。
素
行
関
連
の
著
作
は
、
そ
の
多
く
が
現
在
人
間
文
化
研
究
機
構
国

文
学
研
究
資
料
館
（
東
京
都
立
川
市
、
以
下
「
国
文
学
研
究
資
料
館
」
と
表
記
）
の
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
「
山
鹿
文
庫
」
と
し
て
近
年

移
管
さ
れ
、
『
全
集
』
当
時
の
書
誌
情
報
と
大
き
く
異
な
る
。
所
蔵
先
が
変
更
さ
れ
、
『
全
集
』
所
載
資
料
と
底
本
と
の
比
較
検
討
が
、
あ

る
程
度
可
能
と
な
っ
た
今
『
全
集
』
の
み
に
依
拠
す
る
積
極
的
理
由
は
な
い
。
本
稿
で
は
『
全
集
』
が
成
し
遂
げ
た
達
成
点
と
と
も
に
課

題
点
を
明
ら
か
に
し
、
素
行
関
連
の
研
究
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
基
礎
的
な
文
献
利
用
の
道
筋
を
提
示
す
る
。 
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一
、
『
全
集
』
の
達
成
点
と
、
そ
の
課
題 

  

『
全
集
』
発
行
の
原
点
は
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
～
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
海
軍
大
佐
・
国
民
精
神
文
化
研

究
所
嘱
託
（
当
時
）
廣
瀬
豊
ら
に
よ
る
史
料
調
査
に
あ
る
。
廣
瀬
は
素
行
の
子
孫
が
代
々
仕
え
た
津
軽
・
平
戸
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
誕
の

地
で
あ
る
会
津
や
、
子
孫
の
山
鹿
誠
之
助
が
当
時
勤
務
し
て
い
た
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
、
素
行
の
二
女
鶴
が
嫁
い
だ
喜
多
村
家
文
書
（
兵

庫
県
伊
丹
市
）
等
、
全
国
一
二
府
都
県
に
赴
き
、
後
に
「
史
料
採
訪
記
」
（
『
山
鹿
素
行
全
集 

月
報
』
〔
以
下
『
月
報
』
と
表
記
〕
二
～

五
号
に
掲
載
）
と
名
付
け
、
素
行
関
連
文
献
を
紹
介
し
た
。
そ
の
調
査
先
は
四
三
箇
所
、
さ
ら
に
「
史
料
採
訪
記
」
に
て
取
り
上
げ
た
資

料
の
数
は
、
城
址
や
神
社
等
を
除
い
て
も
三
二
〇
以
上
に
の
ぼ
る
。
廣
瀬
の
調
査
に
よ
っ
て
、
数
々
の
自
筆
本
と
と
も
に
、
他
筆
の
著
作

も
一
部
は
写
本
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
個
人
蔵
書
も
多
い
た
め
、
現
在
で
は
所
在
不
明

の
史
料
も
少
な
く
な
い
。 

 

そ
の
一
例
に
平
戸
藩
士
長
島
元
長
（
生
没
年
不
詳
）
の
蔵
書
が
あ
げ
ら
れ
る
。
壱
岐
国
出
身
の
元
長
は
十
代
で
平
戸
山
鹿
家
の
も
と
で

兵
学
を
学
び
、
万
延
元
年
に
は
惟
揚
庫
（
平
戸
積
徳
堂
の
書
庫
。
後
述
）
の
書
籍
係
を
つ
と
め
た
兵
学
者
で
あ
る
。
「
史
料
採
訪
記
」
に
よ

れ
ば
、
東
洋
史
学
者
中
山
久
四
郎
（
一
八
七
四
～
一
九
六
一
）
は
長
島
家
の
素
行
関
連
資
料
を
大
量
に
購
入
し
て
お
り
、
廣
瀬
の
調
査
当

時
の
中
山
宅
に
は
元
長
の
写
本
や
自
著
が
現
存
し
て
い
た
と
い
う
。
廣
瀬
も
「
長
島
の
自
著
以
外
は
皆
平
戸
山
鹿
家
本
の
写
本
に
し
て
、

そ
の
副
本
た
る
資
格
に
於
て
誠
は
（
マ
マ
―
中
嶋
注
）
貴
重
な
る
も
の
で
、
一
朝
山
鹿
家
本
に
天
災
で
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
代
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
」
（
『
月
報
』
三
号
、
四
頁
）
と
、
平
戸
山
鹿
家
に
次
ぐ
副
本
の
役
割
を
持
つ
も
の
と
し
て
評
価
し
た
。

 

（
5
）

 

 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
書
籍
群
は
現
存
不
明
で
あ
る
。
中
山
久
四
郎
の
蔵
書
は
戦
後
東
京
都
立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
、
特
別
買
上
文
庫
「
中



 － 188 －

山
久
四
郎
旧
蔵
資
料
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
長
島
元
長
関
連
の
著
作
は
確
認
で
き
ず
、
同
図
書
館
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
目
録
以
外
の
著
作
は
所
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
不
明
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
他
に
現
存
す
る
も
の
の
閲
覧
不

可
の
著
作
も
み
ら
れ
、

 

（
6
）

廣
瀬
以
上
の
幅
広
い
調
査
は
現
状
で
は
不
可
能
と
い
っ
て
よ
い
。
表
１
は
、
『
全
集
』
の
収
録
作
品
と
、
底
本
の
所

在
先
（
発
行
当
時
）
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

表
１
：
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
～
四
二
）
の
所
蔵
先
（
当
時
） 

※
底
本
は
『
全
集
』
解
説
・
『
山
鹿
家
積
徳
堂
文
庫
目
録
稿
』
を
参
考
に
し
、
便
宜
上
資
料
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
『
月
報
』
の
引
用
は
「 

」

で
記
し
た
。 

 

二 

          一 巻 

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

番
号 

修
教
要
録 

兵
法
神
武
雄
備
集
奥
義 

武
教
本
論 

武
教
小
学 

治
教
要
録-

抄 

東
山
道
日
記 

海
道
日
記 

陳
中
諸
法
度 

家
訓
条
目 

式
目
家
訓 

牧
民
忠
告
諺
解 

修
身
受
用
抄 

著
作
名 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

兵
庫
県
伊
丹
市
喜
多
村
久
盛
氏

平
戸
山
鹿
家
・
弘
前
東
奥
義
塾

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

東
京
市
中
村
庸
氏 

底
本
（
旧
蔵
） 

自
筆
・
門
弟
筆
混
じ
る
。 

他
筆
。
素
行
の
加
筆
あ
り
。 

自
筆
。 

 

他
筆
混
じ
り
の
自
筆
。 

廣
瀬
豊
命
名
。
前
の
箇
所
は
欠
本
。
下
書
き
の
翻
刻
。 

平
戸
山
鹿
家
の
『
武
家
事
紀
』
も
参
考
に
し
て
い
る
。 

   

序
文
本
文
他
筆
、
跋
文
・
奥
書
・
出
典
細
注
・
訂
正
は
自
筆
。 

自
筆
。 

備 
 

考 
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 十
三 

  十
二 

          十
一 

四
～
十 

別
冊 

 三 巻 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 山
鹿
随
筆-

抄 

17 16 15 14 

 13 

番
号 

武
家
事
紀-

抄 

中
朝
事
実 

配
所
残
筆 

謫
居
随
筆 

謫
居
童
問 

雑
録 

章
数
附 

「
随
録
」 

言
掇
録 

掇
話
類
集
本 

掇
話 

雑
記 

埃
藁
集 

四
書
句
読
大
全
大
学-

抄 

聖
教
要
録 

山
鹿
語
類 

流
儀
成
之
作
法
並
誓
紙
前
書 

修
教
要
録 

武
具
短
歌 著

作
名 

平
戸
山
鹿
家
・
津
軽
伯
爵
家 

平
戸
山
鹿
家 

山
鹿
誠
之
助
氏 

平
戸
山
鹿
家 

大
阪
貴
田
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

 

平
戸
山
鹿
家 

津
軽
家
所
蔵
版 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
光
世
氏 

 

佐
藤
堅
司
氏 

底
本
（
旧
蔵
） 

  

自
筆
。
津
軽
伯
爵
家
蔵
本
も
参
考
に
し
た
。 

全
五
冊
の
う
ち
、
一
冊
現
存
。 

貴
田
家
は
素
行
の
直
門
弟
の
貴
田
孫
大
夫
の
末
裔
。 

巻
一
三
。 

巻
九
～
一
二
。 

巻
八
。
廣
瀬
豊
命
名
。
史
料
内
の
反
古
を
ま
と
め
た
も
の
。
底
本
は

未
詳
。 

巻
七
。 

巻
四
。『
掇
話
類
』
（
『
山
鹿
家
積
徳
堂
文
庫
目
録
稿
』
）
か
。 

巻
三
・
五
・
六
。 

巻
二
。 

巻
一
。 

廣
瀬
豊
命
名
。
全
一
三
巻
。
素
行
の
雑
録
類
を
、
廣
瀬
の
裁
量
に
よ

り
翻
刻
し
た
資
料
。
以
下
、
資
料
名
と
巻
数
を
付
記
。 

 

弘
前
東
奥
塾
所
蔵
の
貴
田
元
辰
筆
の
奥
書
も
参
考
に
し
た
。 

    

備 
 

考 
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               十
五 

   十
四 

巻 

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 家
譜
年
譜
・
参
考
資
料 

36 年
譜
資
料 

35 34 33 32 31 

番
号 

瀧
川
弥
一
右
衛
門
蔵
祕
覚

書 飛
龍
抜
萃 

親
類
書 

喜
多
村
系
図
並
親
類
書 

津
軽
山
鹿
系
図 

平
戸
山
鹿
平
馬
系
図 

平
戸
山
鹿
系
図 

松
浦
本
山
鹿
家
譜 

山
鹿
古
先
生
由
来
記 

兵
法
伝
統
録 

山
鹿
流
兵
法
系
図 

山
鹿
誌 

左
掇 

家
譜
・
年
譜 

治
平
要
録 

原
源
発
機
諺
解 

原
源
発
機 

孫
子
諺
義-

抄 

著
作
名 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

兵
庫
県
伊
丹
市
喜
多
村
久
盛
氏

 

山
鹿
旗
之
進
氏 

 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

素
行
子
山
鹿
甚
五
左
衛
門
所
載

平
戸
町
尋
常
高
等
小
学
校 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

 

平
戸
山
鹿
家 

 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

津
軽
伯
爵
家 

平
戸
山
鹿
家 

平
戸
山
鹿
家 

底
本
（
旧
蔵
） 

瀧
川
家
は
平
戸
藩
家
老
の
家
柄
。 

山
鹿
清
吉
（
素
行
の
甥
）
著
。 

津
軽
政
方
著
。 

森
林
助
『
山
鹿
素
行
と
津
軽
信
政
』（
一
九
三
五
）
に
も
と
づ
い
て
加
筆
。

当
時
は
横
浜
市
在
住
。 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家
藩
臣
年
譜
よ
り
抜
粋
か
。 

山
鹿
高
三
（
一
八
六
八
～
一
九
三
四
）
作
。
元
の
名
は
『
家
譜
』 

所
載
先
は
詳
細
不
明
。「
極
め
て
不
確
実
な
る
も
の
に
し
て
信
ず
る

に
足
ら
ざ
る
点
多
し
」 

  

素
行
の
甥
清
吉
著
。 

 

後
人
の
伝
記
等
を
廣
瀬
が
集
め
た
も
の
。 

『
埃
藁
集
』・『
雑
記
』・『
掇
話
』・『
左
掇
』・『
言
掇
録
』・「
隋
録
」
・

『
章
数
附
』・『
雑
録
』
の
書
留
や
著
述
の
奥
書
日
付
を
集
め
た
も
の
。

年
譜
の
補
足
。
『
左
掇
』
以
外
は
全
て
重
複
故
、
数
え
な
い
。 

  

素
行
が
一
部
加
筆
。 

 

『
七
書
諺
義
』
の
う
ち
孫
子
の
注
釈
の
み
抄
録
。 

備 
 

考 
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    書
簡 

             十
五 

巻 

65 64 63 62 

 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 詩
歌 

50 49 

番
号 

母
妙
智
よ
り
素
行
宛 

北
条
氏
長
宛 

津
軽
越
中
守
信
政
宛 

松
浦
肥
前
守
鎮
信
よ
り
素

行
宛 

 

武
田
信
玄
賛 

張
良
賛 

天
馬
賦 

武
田
信
玄 

楠
公
賛 

古
将
弁 

湖
山
常
清
公
行
実
並
哀
辞 

山
鹿
修
玄
庵
一
貫
貞
以
居

士
碑 

孔
明
賛 

成
田
家
並
貴
田
家
文
書 

山
鹿
素
行
先
生
詩
歌 

文
化
文
政
頃
素
行
祭
参
詣

人
数 

山
鹿
家
門
人
帳
附
録
素
行

門
人
調 

著
作
名 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

弘
前
市
山
鹿
元
次
郎
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

弘
前
図
書
館 

弘
前
市
阿
保
行
馬
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

赤
穂
町
華
岳
寺 

東
京
宗
三
寺
墓
地 

弘
前
図
書
館 

成
田
家
・
貴
田
家 

平
戸
山
鹿
家 

 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
山
鹿
家
（
山
鹿
家
門
人
帳
）

底
本
（
旧
蔵
） 

 

自
筆
控
。 

  

素
行
関
連
の
書
簡
集
。 

    

山
鹿
高
基
写
。 

    

『
年
譜
』
・『
埃
藁
集
』・『
海
道
日
記
』・『
年
譜
資
料
』
・『
山
鹿
素
行

先
生
詩
歌
』
・
『
成
田
家
並
貴
田
家
文
書
』
（
廣
瀬
命
名
）
か
ら
年
齢

順
に
詩
を
収
載
。
計
七
六
点
。
傍
線
部
既
出
。
『
成
田
家
並
貴
田
家

文
書
』
は
『
全
集
』
内
で
区
別
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
統
一
し
た
。

 

素
行
門
人
調
は
廣
瀬
作
。 

備 
 

考 
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                  書
簡 

巻 

84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 

番
号 

貴
田
孫
大
夫
宛 

松
浦
肥
前
守
鎮
信
よ
り
素

行
宛 

津
軽
越
中
守
信
政
よ
り
棟

方
十
左
衛
門
宛 

土
屋
但
馬
守
よ
り
林
九
郎

右
衛
門
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

浅
野
長
直
宛
（
カ
） 

平
戸
藩
某
宛 

伴
新
右
衛
門
宛 

伴
新
右
衛
門
宛 

伴
新
右
衛
門
宛
（
カ
） 

伴
新
右
衛
門
宛 

伴
宇
右
衛
門
諸
同
子
宛 

伴
新
右
衛
門
宛 

平
戸
藩
某
宛 

伴
新
右
衛
門
宛 

伴
宇
右
衛
門
宛 

平
戸
藩
某
宛 

松
浦
肥
前
守
鎮
信
よ
り
素

行
宛 

伴
宇
右
衛
門
宛 

著
作
名 

弘
前
市
弥
富
破
摩
雄
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

弘
前
市
阿
保
行
馬
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

大
阪
市
貴
田
市
郎
氏 

弘
前
図
書
館 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

底
本
（
旧
蔵
） 

写
本 

写
本 

   

写
本 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

写
本 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

備 
 

考 
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                   書
簡 

巻 

104 103 102 101 100 99 98 97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 

番
号 

喜
多
村
源
八
宛 

喜
多
村
源
八
宛 

土
屋
但
馬
守
よ
り
素
行
宛 

瀧
川
弥
市
右
衛
門
宛
（
四
） 

瀧
川
弥
市
右
衛
門
宛
（
三
） 

瀧
川
弥
市
右
衛
門
宛
（
二
） 

瀧
川
弥
市
右
衛
門
宛
（
一
） 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

津
軽
越
中
守
信
政
よ
り
素

行
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

本
多
備
前
守
よ
り
貴
田
孫

大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

著
作
名 

弘
前
高
等
学
校 

弘
前
市
菊
池
武
憲
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

東
京
市
斎
藤
胤
雄
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

弘
前
市
竹
内
重
夫
氏 

弘
前
市
竹
内
重
夫
氏 

東
京
市
中
山
久
四
郎
氏 

弘
前
市
外
黒
石
町
黒
石
神
社 

廣
瀬
豊
氏 

宮
崎
県
諸
塚
藤
井
長
治
郎
氏 

大
阪
市
貴
田
市
郎
氏 

大
阪
市
貴
田
市
郎
氏 

大
阪
市
貴
田
市
郎
氏 

大
阪
市
貴
田
市
郎
氏 

弘
前
市
外
黒
石
町
黒
石
神
社 

大
阪
市
貴
田
市
郎
氏 

大
阪
市
貴
田
市
郎
氏 

底
本
（
旧
蔵
） 

「
写
真
」
の
付
記
あ
り
。 

  

自
筆
・
写
本
な
し
。
『
聖
教
要
録
・
配
所
残
筆
』
（
岩
波
文
庫
）
を
参

考
に
し
た
。 

     

写
本 

          

備 
 

考 
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                書
簡 

巻 

121 120 119 118 117 116 115 114 113 112 111 110 109 108 107 106 105 

番
号 

津
軽
将
監
よ
り
唐
牛
三
左

衛
門
宛 

松
浦
肥
前
守
鎮
信
よ
り
素

行
宛 

水
野
宇
兵
衛
宛 

水
野
宇
兵
衛
宛 

多
川
金
左
衛
門
宛 

津
軽
つ
る
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

貴
田
孫
大
夫
宛 

津
軽
越
中
守
信
政
よ
り
同

玄
蕃
宛 

津
軽
越
中
守
信
政
よ
り
津

軽
つ
る
宛 

大
石
頼
母
助
よ
り
素
行
宛 

津
軽
越
中
守
信
政
よ
り
津

軽
大
学
宛 

毛
利
伝
三
宛 

喜
多
村
源
八
宛 

外
村
源
左
衛
門
よ
り
素
行

宛 松
浦
肥
前
守
鎮
信
よ
り
素

行
宛 

著
作
名 

弘
前
市
松
野
武
雄
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

平
戸
町
本
澤
謹
蔵
氏 

弘
前
市
松
野
武
雄
氏 

大
阪
市
貴
田
市
郎
氏 

弘
前
市
藤
田
豊
三
郎
氏 

弘
前
市
小
野
芳
甫
氏 

弘
前
市
東
奥
義
塾 

兵
庫
県
伊
丹
市
喜
多
村
久
盛
氏

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

弘
前
市
高
照
神
社 

東
京
市
中
山
久
四
郎
氏 

東
京
市
佐
藤
次
郎
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

底
本
（
旧
蔵
） 

  
山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

写
本 

            

備 
 

考 
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『
全
集
』
全
一
五
巻
の
う
ち
、
一
～
一
四
巻
は
、
素
行
お
よ
び
門
人
に
よ
る
著
作
で
あ
り
、
若
年
期
か
ら
晩
年
期
に
至
る
ま
で
の
著
作

を
網
羅
し
て
い
る
。
一
方
、
一
五
巻
は
大
部
分
が
年
譜
や
系
図
・
詩
文
・
書
簡
等
で
占
め
ら
れ
、
中
に
は
山
鹿
高
三
（
一
八
六
八
～
一
九

三
四
）
に
よ
る
『
平
戸
山
鹿
系
図
』
等
、
『
全
集
』
発
行
年
に
程
近
い
作
品
も
あ
り
、
や
や
趣
を
異
に
す
る
。 

 

発
行
当
時
の
底
本
と
当
時
の
所
蔵
先
を
み
る
と
、
『
全
集
』
収
載
の
著
作
一
三
〇
点
の
う
ち
、
五
七
点
が
平
戸
町
（
当
時
）
の
山
鹿
家
蔵

本
（
「
平
戸
山
鹿
家
」・「
平
戸
町
山
鹿
光
世
氏
」

 

（
7
）

）
で
占
め
ら
れ
、
割
合
と
し
て
は
最
も
高
い
。

 

（
8
）

傾
向
の
異
な
る
一
五
巻
を
除
い
た
一
～
一

        書
簡 

巻 

130 129 128 127 126 125 124 123 122 

番
号 

積
徳
堂
書
籍
目
録 

某
宛 

津
軽
平
十
郎
母
よ
り
津
軽

藩
要
人
宛 

磯
谷
十
介
よ
り
津
軽
平
十

郎
耕
道
宛 

磯
谷
十
介
よ
り
津
軽
平
十

郎
耕
道
宛 

津
軽
平
十
郎
耕
道
母
よ
り

淨
智
院
宛
（
カ
） 

津
軽
平
十
郎
耕
道
内
よ
り

淨
智
院
宛 

山
鹿
高
基
よ
り
水
沼
久
大

夫
宛 

水
沼
久
大
夫
よ
り
元
亭
宛 

著
作
名 

平
戸
山
鹿
家 

東
京
市
松
浦
伯
爵
家 

兵
庫
県
伊
丹
市
喜
多
村
久
盛
氏

兵
庫
県
伊
丹
市
喜
多
村
久
盛
氏

弘
前
市
山
鹿
元
次
郎
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

平
戸
町
山
鹿
光
世
氏 

伊
賀
上
野
図
書
館 

伊
賀
上
野
図
書
館 

底
本
（
旧
蔵
） 

 

山
鹿
素
行
子
書
簡
写
し
。 

      

写
本 

備 
 

考 



 － 196 －

四
巻
の
著
作
三
四
点
で
い
え
ば
、
実
に
二
六
点
が
平
戸
内
の
資
料
を
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
廣
瀬
は
調
査
前
、
数
日
の
滞
在
で
事
足
り
る
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
「
実
際
調
べ
て
見
る
と
先
代
よ
り
未
調
査
の
も
の
が
続
々
と
現

は
れ
、
そ
の
数
実
に
数
百
点
に
達
し
、
到
底
一
週
間
二
週
間
で
は
済
ま
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
」
（
『
月
報
』
二
号
、
三
頁
）
と
驚
嘆
し
、

当
初
の
予
定
を
変
更
し
て
昭
和
一
一
・
一
四
年
の
二
回
に
分
け
て
平
戸
に
滞
在
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
数
年
に
及
ぶ
調
査
を
も
と
に
、

数
々
の
抄
録
を
抱
え
な
が
ら
も
平
戸
山
鹿
家
の
資
料
を
中
心
と
し
て
『
全
集
』
が
発
行
さ
れ
、
素
行
研
究
の
際
、
必
ず
目
に
せ
ね
ば
な
ら

な
い
資
料
集
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
『
全
集
』
は
数
多
く
の
研
究
者
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
後
の
素
行
研
究
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を
果

た
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

 

し
か
し
一
方
で
、
『
全
集
』
は
数
多
く
の
課
題
を
残
し
た
。
抄
録
の
多
さ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
『
月
報
』
上
の
「
遺
著
解
題
」
・
「
史
料
採

訪
記
」
に
は
、
未
翻
刻
の
著
作
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
以
上
、
素
行
の
著
作
の
全
容
が
『
全
集
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
こ
の
他
に
も
『
全
集
』
は
一
部
の
研
究
者
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
数
多
く
の
読
者
層
を
想
定
し
よ
う
と
い
う
編
集
室

の
意
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
は
『
月
報
』
二
号
に
み
え
る
編
集
室
（
匿
名
）
に
よ
る
あ
と
が
き
で
あ
る
。 

四
書
句
読
大
全
は
読
ま
れ
て
も
分
る
や
う
に
、
中
々
読
み
づ
ら
い
も
の
で
、
か
か
る
も
の
を
大
学
以
外
に
中
庸
・
孟
子
・
論
語
と
全

部
収
め
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
優
に
全
集
の
中
数
巻
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
一
部
宋
学
研
究
者
の
学
問
的
対
象
と
し
て
は
必
要

で
す
が
、
一
般
読
者
を
対
象
と
す
る
本
全
集
の
性
質
を
考
慮
し
て
、
こ
の
度
は
大
学
だ
け
に
止
め
ま
し
た
。
そ
の
代
り
比
較
的
楽
に

読
め
る
随
筆
類
を
沢
山
集
め
ま
し
た
。
（
『
月
報
』
二
号
、
四
頁
） 

 

素
行
の
四
書
注
釈
書
『
四
書
句
読
大
全
』
の
全
掲
載
は
、
学
問
対
象
と
し
て
必
要
で
あ
っ
て
も
紙
幅
の
都
合
上
か
な
わ
ず
、
一
般
読
者

を
対
象
と
し
た
現
状
を
伝
え
て
い
る
。
か
か
る
事
情
に
よ
り
『
四
書
句
読
大
全
』
の
翻
刻
は
『
大
学
』
に
と
ど
め
、
代
わ
り
に
「
比
較
的

楽
に
読
め
る
」
と
い
う
、
随
筆
類
の
『
山
鹿
随
筆
』（
廣
瀬
豊
命
名
）
を
掲
載
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
図
一
に
あ
る
と
お
り
、
『
山
鹿
随
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筆
』
も
廣
瀬
の
裁
量
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
以
上
、
廣
瀬
自
身
の
方
針
や
意
志
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ず
、
引
用
に
は
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

 

（
9
）

 

 

さ
ら
に
大
き
な
課
題
は
翻
刻
方
針
と
書
誌
情
報
の
齟
齬
で
あ
る
。
『
全
集
』
は
戦
前
の
時
局
を
反
映
し
て
か
、
本
文
の
一
部
に
恣
意
的
な

削
除
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
当
時
の
出
版
事
情
に
止
ま
ら
ず
、
素
行
の
思
想
を
検
討
す
る
面
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

て
い
る
。
以
降
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
『
全
集
』
収
載
の
代
表
的
著
作
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
そ
の
内
実
を
検
討
し
て
み
よ
う
。 

 

●
『
治
平
要
録
』 

  

『
治
平
要
録
』
（
天
和
二
〔
一
六
八
二
〕
年
成
立
）
は
、
未
定
稿
の
『
正
誠
旧
事
』・『
斉
修
旧
事
』
の
清
書
で
あ
る
『
治
平
旧
事
』
を
改

訂
し
た
政
道
書
で
あ
る
。
素
行
は
こ
の
中
で
朝
廷
批
判
を
展
開
す
る
が
、
そ
の
箇
所
が
『
全
集
』
で
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
抹
消

箇
所
（ 

 
 

）
を
国
民
精
神
文
化
研
究
所
編
〔
原
片
仮
名
〕
所
収
本
で
補
っ
た
。 

本
朝
の
古
は
、
専
朝
廷
の
政
以
て
四
海
に
行
は
る
、
是
王
道
也
、
王
政
也
、
保
元
平
治
の
末
よ
り
朝
廷
の
政
お
と
ろ
へ
、
武
家
こ
れ

を
補
佐
し
、
遂
に
武
臣
の
威
天
下
を
平
治
せ
し
む
、
是
よ
り
朝
廷
日
に
衰
へ
て
、
武
家
の
政
道
日
に
新
な
り
、
朝
廷
こ
れ
を
憤
て
武

臣
を
亡
ぼ
さ
ん
こ
と
を
志
と
い
へ
と
も
、
遂
に
事
な
ら
す
、
是
事
な
ら
ざ
る
に
は
非
す
、
朝
廷
々
々
の
道
を
失
て
、
名
は
王
者
に
し

て
実
は
失
二

王
道
一

て
、
武
家
頗
る
得
二

王
道
一

也
、
天
下
は
帰
二

有
道
一

し
て
、
不
レ

帰
二

無
道
一

、
水
に
（
の
―
中
嶋
注
）
つ
い
に
ひ

き
ゝ
に
流
る
ゝ
に
同
し
、
何
そ
今
の
世
に
居
て
反
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
や
、
甚
だ
不
レ

知
二

時
宜
損
益
一

也
、 

 
 

凡
そ
聖
人
の
治
は
、
聖
人
の
徳
行
英
才
を
以
て
し
て
・
・
（
『
全
集
』
一
四
巻
、
五
九
〇
頁
） 

 

 

本
朝
（
日
本
）
は
古
よ
り
朝
廷
に
よ
る
王
政
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
保
元
・
平
治
の
乱
を
経
て
朝
廷
の
力
は
衰
え
、
武
家
が
補
佐
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す
る
も
、
つ
い
に
は
武
臣
が
実
権
を
握
り
統
治
し
た
。
武
家
に
政
権
を
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
朝
廷
は
、
武
臣
を
亡
ぼ
そ
う
と
し
た
が
望
み

は
叶
わ
ず
、
そ
の
権
威
は
衰
え
た
と
い
う
。
素
行
は
こ
こ
か
ら
朝
廷
へ
の
批
判
を
展
開
す
る
。
こ
れ
は
朝
廷
に
よ
る
希
望
が
か
な
わ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
。
朝
廷
は
王
を
名
の
り
な
が
ら
も
、
そ
の
実
態
は
道
を
失
い
無
道
に
陥
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
武
家
が
朝
廷
に
代
わ
っ

て
王
道
を
得
た
の
で
あ
っ
て
、
朝
廷
の
政
権
移
譲
を
当
世
に
望
む
こ
と
な
ど
、
時
勢
を
知
ら
ぬ
あ
や
ま
ち
で
あ
る
、
と
。 

 

こ
こ
で
は
道
を
得
た
武
家
、
道
を
失
っ
た
朝
廷
を
対
立
軸
に
据
え
、
素
行
が
生
き
た
当
時
の
朝
廷
に
よ
る
政
権
移
譲
を
批
判
し
た
姿
勢

が
う
か
が
え
る
。
朝
廷
を
「
無
道
」
と
ま
で
に
評
し
た
上
で
、
武
家
の
優
位
と
「
武
」
に
よ
る
統
制
を
支
持
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

壮
年
よ
り
「
武
教
」
を
唱
え
続
け
た
素
行
の
政
治
思
想
を
見
る
上
で
重
視
さ
れ
る
べ
き
主
張
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
全
集
』
は 

 

の
箇

所
を
（
下
略
）
と
し
、
素
行
に
よ
る
朝
廷
批
判
を
意
図
的
に
削
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
削
除
を
い
か
に
捉
え
る
か
は
判
断
が

分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
現
今
の
研
究
状
況
か
ら
鑑
み
て
、
『
全
集
』
が
「
全
」
集
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

か
、
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。 

 

●
『
山
鹿
語
類
』 

  

寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
編
輯
、
同
五
（
一
六
六
五
）
年
に
成
立
し
た
『
山
鹿
語
類
』
は
、
素
行
が
弟
子
に
示
し
た
講
義
想
定
書
で
あ

る
。
全
四
五
巻
に
も
及
ぶ
同
書
は
君
道
・
臣
道
・
父
子
道
・
三
倫
談
・
士
道
・
士
談
・
聖
学
篇
と
続
き
、
巻
末
の
巻
四
四
・
四
五
は
素
行

自
著
の
『
枕
塊
記
』
で
締
め
く
く
ら
れ
た
大
著
で
あ
る
。
自
筆
本
は
現
存
し
な
い
が
『
全
集
』
で
は
四
～
一
〇
巻
の
ほ
か
、
日
本
思
想
大

系
に
も
巻
二
一
の
士
道
篇
・
巻
三
三
の
聖
学
篇
が
抄
録
さ
れ
て
お
り
、
素
行
の
代
表
的
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

『
全
集
』
の
底
本
と
な
っ
た
『
山
鹿
語
類
』
は
、
馬
場
友
哲
ら
に
よ
る
写
本
（
貞
享
二
〔
一
六
八
五
〕
年
写
。
廣
瀬
は
「
山
鹿
本
」
と
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よ
ぶ
が
、
現
在
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
事
実
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
「
貞
享
本
」
と
表
記
す
る
。
）
で
あ
る
。
貞
享
二
年

と
い
え
ば
素
行
の
没
年
で
あ
り
、
現
存
す
る
『
山
鹿
語
類
』
の
中
で
は
最
も
古
い
写
本
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
巻
二
・
五
・
六
・

七
・
八
・
九
・
二
五
・
二
七
・
四
二
は
現
存
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
欠
本
分
は
、
平
戸
松
浦
家
伝
来
の
写
本
（
楽
歳
堂
文
庫
所
蔵
本

 

（
10
） 

写
本
年

代
不
明
）・
国
書
刊
行
会
版
を
参
照
し
て
補
っ
た
と
い
う
。
国
書
刊
行
会
版
は
津
軽
家
蔵
本
を
底
本
と
し
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
全
巻
揃
、
嘉

永
六
〔
一
八
五
三
〕
年
写
）・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
巻
一
～
五
、
八
～
一
〇
、
一
一
～
一
五
、
二
一
～
二
三
、
三
一
～
三
二
が
現
存
。

写
本
年
代
不
明
）
で
補
い
校
訂
・
出
版
さ
れ
た
。
廣
瀬
に
よ
れ
ば
貞
享
本
に
は
仮
名
俗
語
が
多
く
、
他
の
写
本
は
年
代
が
進
ん
だ
せ
い
か

漢
字
が
多
く
な
る
と
と
も
に
後
人
に
よ
る
訂
正
が
入
り
、
原
意
が
損
な
わ
れ
た
可
能
性
を
も
指
摘
す
る
。
ま
た
、
貞
享
本
は
聖
学
篇
・
枕

塊
記
・
先
生
自
警
・
先
生
子
弟
警
戒
・
先
生
御
僕
警
戒
等
に
素
行
の
自
文
が
混
在
す
る
ら
し
く
、
こ
の
点
か
ら
他
の
諸
本
と
比
べ
「
味
は

一
番
勝
れ
て
ゐ
る
」
（
四
巻
四
頁
）
と
評
価
し
『
全
集
』
の
底
本
に
し
て
い
る
。 

 

で
は
貞
享
本
を
底
本
と
し
た
『
全
集
』
が
最
も
引
用
資
料
と
し
て
適
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
事
は
単
純
で
は
な
い
。
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
の
貞
享
本
は
虫
損
が
激
し
く
、
二
〇
一
六
年
現
在
、
閲
覧
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
素
行
に
よ
る
自
文
の
確
認
も
で
き
ず
、

そ
う
し
た
前
提
の
も
と
で
『
全
集
』
所
収
の
『
山
鹿
語
類
』
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。 

 

課
題
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
『
山
鹿
語
類
』
の
翻
刻
も
『
治
教
要
録
』
同
様
、
一
部
削
除
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
以
下
は
、
被
差

別
民
の
勤
め
に
つ
い
て
述
べ
た
素
行
の
主
張
で
あ
る
が
、
『
全
集
』
で
は 

 

の
箇
所
が
抜
け
落
ち
、
不
自
然
な
空
欄
が
で
き
あ
が
っ
て
い

る
。
件
の
箇
所
を
国
書
刊
行
会
版
と
、
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
本
で
照
合
の
上
、
引
用
し
て
み
よ
う
。 

次
に
穢
多
の
事
、
公
罪
を
行
は
る
ゝ
時
、
こ
れ
を
執
行
せ
し
む
べ
し
、
そ
の
お
く
処
遠
か
る
べ
し
、
牛
馬
の
死
せ
る
を
と
り
ま
か
な

は
せ
、
た
を
れ
も
の
あ
ら
ば
此
を
持
は
こ
ば
せ
べ
し
、
尤
町
中
の
掃
除
、
非
人
乞
食
穢
多
の
役
た
る
べ
し
、
穢
多
牛
馬
の
皮
を
剥
取

ら
ば
、
乃
其
か
ら
だ
を
埋
む
べ
し
、
牛
馬
の
身
を
切
取
り
て
鹿
狸
の
肉
と
一
つ
に
し
て
人
を
偽
る
こ
と
甚
多
し
、
故
に
彼
が
中
間
に
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五
人
組
を
立
て
、
そ
の
頭
を
申
付
て
奸
曲
を
た
ゞ
し
、
そ
の
職
業
を
つ
と
め
し
め
、
衣
類
紋
処
に
も
そ
の
し
る
し
を
定
む
べ
き
也
、

（
『
山
鹿
語
類
』
巻
六
、
君
道
六
〔
『
全
集
』
四
巻
四
一
六
頁
、
国
書
刊
行
会
版
一
巻
二
四
六
頁
〕
） 

 
こ
こ
で
は
最
下
層
身
分
の
勤
め
と
し
て
、
刑
の
執
行
や
死
ん
だ
牛
馬
の
処
分
、
さ
ら
に
は
行
き
倒
れ
の
世
話
や
街
中
の
掃
除
役
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。 

 

の
「
穢
多
」
に
つ
い
て
は
、
『
治
平
要
録
』
上
の
朝
廷
批
判
の
削
除
と
違
い
、
略
称
を
指
す
表
記
は
な
い
。
原
典
の
確

認
は
で
き
な
い
も
の
の
、
国
書
刊
行
会
版
等
に
見
え
る
「
穢
多
」
の
み
が
全
て
統
一
に
削
除
さ
れ
て
い
る
点
を
見
る
と
、
予
告
な
く
抹
消

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
廣
瀬
は
「
非
人
」・「
乞
食
」
の
語
を
残
し
つ
つ
も
、「
穢
多
」
に
対
し
て
は
特
別
な
差
別
用
語
と
認
識
し
て
い
た

ら
し
く
、
『
全
集
』
に
み
え
る
件
の
用
語
を
意
図
的
に
抹
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、「
穢
多
」
の
削
除
は
部
分
的
略
記
に
す
ぎ
ず
、
全
体
の
文
意
が
損
な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
「
穢
多
」
が
予
告
な

く
略
記
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
と
き
、
『
全
集
』の
翻
刻
方
針
に
対
し
て
全
幅
の
信
頼
性
を
お
け
る
の
か
、や
は
り
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

そ
の
方
針
を
改
め
て
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

●
『
治
教
要
録
』 

  

『
治
教
要
録
』
（
明
暦
二
〔
一
六
五
六
〕
年
成
立
）
は
、
壮
年
期
に
お
け
る
素
行
の
政
治
・
経
済
思
想
を
見
る
上
で
貴
重
な
著
作
で
あ
る
。

全
三
一
巻
に
及
ぶ
『
治
教
要
録
』
は
治
道
・
治
法
の
二
篇
に
分
か
れ
、
統
治
論
を
軸
に
選
挙
・
民
政
・
学
校
教
育
・
風
俗
の
是
正
と
い
っ

た
政
治
学
全
般
に
関
す
る
素
行
の
持
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
全
集
』
で
は
巻
七
の
治
道
（
論
二
治
道
一
・
風
俗
）
を
抄
録
し

た
に
す
ぎ
ず
『
治
教
要
録
』
の
全
容
が
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
廣
瀬
に
よ
る
書
誌
情
報
で
あ
る
。 
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底
本
は
平
戸
山
鹿
家
所
載
の
自
筆
並
に
門
人
筆
の
混
つ
た
も
の 

 
 

で
、
極
め
て
精
確
な
も
の
で
あ
る
が
、
三
一
巻
の
内
、
廿
、
廿 

 
 

一
、
廿
五
、
廿
六
、
三
一
巻
の
五
冊
が
不
足
し
て
ゐ
る
。
の
み 

 
 

な
ら
ず
今
回
は
紙
数
の
制
限
の
為
に
、
そ
の
一
部
片
鱗
の
外
掲 

 
 

載
で
き
な
か
つ
た
事
を
遺
憾
に
思
ふ
（『
全
集
』
一
巻
、
三
五
〇
頁
） 

 

『
治
教
要
録
』
の
底
本
は
平
戸
山
鹿
家
所
蔵
の
他
筆
混
じ
り
の
自

筆
本
で
は
あ
る
が
、

 

（
11
）

広
瀬
に
よ
れ
ば
全
三
一
巻
の
う
ち
、
五
つ
の
巻

が
な
い
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
山
鹿
文
庫
内
の
『
治
教
要
録
』

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
巻
頭
に
は
「
治
教
要
録 

首
」
と
書

か
れ
た
題
箋
の
ほ
か
、
一
枚
の
紙
片
に
図
１
の
よ
う
な
記
載
が
み
え

る
。 

 

紙
面
に
よ
れ
ば
、
平
戸
山
鹿
家
内
の
『
治
教
要
録
』
が
、
嘉
永
七

（
一
八
五
四
）
年
の
時
点
で
不
足
し
て
い
た
事
実
が
う
か
が
え
る
。

紙
面
の
情
報
と
『
全
集
』
上
の
解
説
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て

も
、
廣
瀬
も
こ
の
書
面
を
も
と
に
記
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
全

集
』・
紙
片
の
情
報
を
み
れ
ば
、
五
冊
が
欠
本
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い

よ
う
の
な
い
事
実
に
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
欠
本
と
さ
れ
て
い
る
は

ず
の
五
巻
は
、
別
の
体
裁
で
現
在
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
（
図
２
）
。 

 

図 1：『治教要録』1 巻紙片

（国文学研究資料館蔵）

図 2：『治教要録』25・26 巻 

（国文学研究資料館蔵） 
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巻
頭
の
紙
面
で
は
「
乱
本
」
と
さ
れ
た
「
五
冊
」
で
は
あ
っ
た
が
「
乱
レ
本
に
付
、
不
散
様 

一
つ
に
綴
置
候
事 

三
冊
之
内
」
と
、

二
〇
・
二
一
、
二
五
・
二
六
、
三
一
巻
の
六
巻
は
、
二
巻
ず
つ
計
三
冊
が
綴
じ
ら
れ
た
形
で
、
現
存
す
る
。
件
の
六
巻
は
広
瀬
の
調
査
時

に
嘉
永
期
同
様
散
逸
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
経
緯
は
不
明
な
が
ら
も
現
在
は
同
じ
請
求
番
号
に
あ
り
、
三
〇
巻
に
続
い
て
収
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
時
間
的
経
過
の
要
因
に
よ
っ
て
移
管
先
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
改
め
て
『
全
集
』
所
収
著
作
の
書
誌

情
報
を
含
め
た
現
存
状
況
や
、
実
史
料
を
精
査
せ
ね
ば
な
ら
な
い
現
状
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
で
は
今
後
、
素
行
関
連
の
著
作
を
い
か
に
確

認
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
次
節
で
は
平
戸
の
山
鹿
素
行
関
連
文
献
が
、
い
か
な
る
経
緯
を
経
て
残
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
踏
ま
え

て
今
後
文
献
調
査
を
行
う
上
で
の
展
望
を
示
し
て
お
き
た
い
。 

 

二
、
素
行
関
連
文
献
の
現
状
と
課
題
―
平
戸
山
鹿
家
周
辺
を
中
心
に 

  

平
戸
山
鹿
家
所
蔵
の
文
献
は
、
素
行
が
浅
草
田
原
町
に
居
住
し
た
積
徳
堂
（
延
宝
三
〔
一
六
七
五
〕
年
）
の
蔵
書
が
も
と
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
は
、
門
人
磯
谷
十
介
義
言
の
『
積
徳
堂
書
籍
目
録
』
（
『
全
集
』
一
五
巻
所
収
、
延
宝
三
年
成
立
、
天
和
二
（
一
六
八

二
）
年
七
月
に
素
行
加
筆
）
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

そ
の
後
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
、
三
代
目
山
鹿
高
道
の
頃
に
積
徳
堂
と
そ
の
蔵
書
は
平
戸
へ
移
転
し
、
書
庫
は
「
惟
揚
庫
」
と
名
付

け
ら
れ
た
。
惟
揚
庫
の
蔵
書
は
門
弟
に
よ
っ
て
代
々
管
理
さ
れ
た
ら
し
く
、
そ
の
目
録
は
『
惟
揚
庫
書
籍
目
録
』
と
し
て
嘉
永
七
（
一
八

五
四
）
年
・
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
・
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
成
立
本
（
い
ず
れ
も
横
本
）
、
そ
し
て
文
久
元
年
の
目
録
を
写
し
た
明

治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
本
（
四
ツ
目
綴
）
が
現
存
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
惟
陽
庫
蔵
の
図
画
類
を
目
録
化
し
た
『
惟
陽
庫
御
蔵
之
図
』（
横

本
、
成
立
年
代
不
明
）
も
あ
り
、
幕
末
期
に
成
立
し
た
惟
陽
庫
関
連
の
目
録
は
複
数
が
確
認
可
能
で
あ
る
。 
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こ
の
う
ち
文
久
元
年
本
・
明
治
三
二
年
本
に
は
書
籍
名
の
上
に
朱
書
き
の
点
が
み
ら
れ
、
そ
の
後
書
き
に
は
「
右
朱
点
之
部 

明
治
三

二
年
九
月 

御
預
け
申
候
事 

山
鹿
高
通
」
と
い
う
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
文
久
元
年
本
は
後
代
の
加
筆
と
し
て
も
、
明
治
後
期
以
降
、

当
主
山
鹿
高
通
が
一
部
を
松
浦
伯
爵
家
（
東
京
市
豊
島
区
在
住
）
に
預
け
、
惟
揚
庫
の
史
料
が
平
戸
山
鹿
家
・
松
浦
伯
爵
家
に
そ
れ
ぞ
れ

所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
廣
瀬
が
調
査
し
た
当
時
（
昭
和
一
一
～
一
二
年
）
も
、
惟
陽
庫
の
史
料
は
平
戸
・
東
京
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
ほ
ど
な
く
し
て
松
浦
伯
爵
家
蔵
の
惟
陽
庫
史
料
は
平
戸
に
移
管
さ
れ
た
。
平
戸
素
行
会
編
『
素
行
文
庫
目
録
』（
一
九
四
四
）

の
凡
例
の
一
部
（
原
片
仮
名
）
を
み
て
み
よ
う
。

 

（
12
）

 

一
、
本
目
録
は
平
戸
山
鹿
家
伝
来
の
蔵
書
の
中
、
図
画
類
を
除
く
全
文
献
の
目
録
に
し
て
、
昭
和
一
九
年
七
月
二
十
四
日
よ
り
九
月

八
日
に
亘
り
、
調
査
整
理
せ
る
も
の
な
り 

 

平
戸
素
行
会
は
昭
和
一
九
年
七
～
九
月
に
平
戸
山
鹿
家
内
の
図
画
類
を
除
く
文
献
を
整
理
し
、
自
他
筆
の
区
別
、
積
徳
堂
目
録
の
部
門

番
号
、
惟
陽
庫
目
録
の
箱
番
号
等
を
明
記
・
分
類
し
、
『
素
行
文
庫
目
録
』
を
出
版
し
た
。
目
録
の
収
載
史
料
を
み
る
と
『
牧
民
忠
告
諺
解
』・

『
謫
居
随
筆
』・
『
修
教
要
録
』
等
の
著
作
や
雑
録
等
、
松
浦
家
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
書
籍
が
多
い
。
平
戸
素
行
会
の
者
が
東
京
へ
出
向
い

た
形
跡
は
な
く
、
松
浦
伯
爵
家
預
か
り
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
を
加
味
す
る
と
、
前
述
の
期
間
に
惟
陽
庫
史
料
が
平
戸
に
戻
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
か
く
し
て
『
素
行
文
庫
目
録
』
は
東
京
・
平
戸
の
史
料
を
統
合
し
た
目
録
と
し
て
用
い
ら
れ
、
後
の
『
国
書
総
目

録
』・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
典
籍
総
合
目
録
』（
岩
波
書
店
）
に
お
い
て
も
典
拠
先
を
記
す
参
考
書
に
も
な
っ
た
。
た
だ
し
『
素
行

文
庫
目
録
』
は
図
画
類
を
除
い
た
目
録
で
あ
っ
て
、
平
戸
山
鹿
家
内
の
全
史
料
を
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
掲
以
降
の
凡
例
に
て
「
今

日
の
分
類
整
理
は
、
当
面
の
文
献
保
管
の
為
に
せ
る
臨
時
的
処
置
に
し
て
、
厳
密
精
到
な
る
学
問
的
整
理
は
、
之
を
他
日
に
期
せ
ん
と
す
」

と
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
あ
く
ま
で
も
臨
時
の
整
理
で
あ
っ
た
事
実
も
押
さ
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
平
戸
山
鹿
家
の

文
献
は
戦
前
『
全
集
』
上
に
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
調
査
と
『
素
行
文
庫
目
録
』
で
と
ど
ま
り
、
本
格
的
な
文
献
整
理
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
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た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
状
況
は
、
世
紀
を
ま
た
い
で
大
き
く
変
わ
る
。 

 
平
戸
山
鹿
家
蔵
の
山
鹿
素
行
関
連
の
著
作
は
、
戦
後
平
戸
山
鹿
家
内
に
長
ら
く
の
間
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）

年
に
重
要
文
化
財
を
除
い
た
史
料
が
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
（
当
時
）
へ
搬
送
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
は
、
重
要
文
化
財

を
含
め
国
文
学
研
究
資
料
館
（
東
京
都
立
川
市
）
に
寄
託
さ
れ
た
。
そ
の
後
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
七
月
に
平
戸
山
鹿
家
は
国
文
学

研
究
資
料
館
へ
寄
贈
し
、
山
鹿
文
庫
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

 

（
13
）

 

 

そ
の
目
録
は
、
現
在
『
山
鹿
家
積
徳
堂
文
庫
目
録
稿
』
と
し
て
リ
ス
ト
Ａ
・
リ
ス
ト
Ｂ
（
一
）・（
二
）
、
そ
し
て
追
加
委
託
分
に
、
そ
れ

ぞ
れ
分
類
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ト
Ａ
・
Ｂ
は
館
内
の
み
閲
覧
可
能
だ
が
、
追
加
委
託
分
は
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
編
『
山
鹿

素
行
著
述
稿
本
類
指
定
目
録
』（
一
九
八
一
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
史
料
の
確
認
が
随
時
可
能
で
あ
る
。
『
素
行
文
庫
目
録
』

上
の
掲
載
史
料
九
八
八
点
に
比
べ
て
山
鹿
文
庫
の
全
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
数
は
一
三
〇
〇
以
上
に
も
の
ぼ
り
、
自
他
筆
の
区
別

だ
け
で
な
く
奥
書
や
形
態
、
成
立
年
、
備
考
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
等
、
書
誌
情
報
の
提
示
は
飛
躍
的
に
進
ん
で
い
る
。
た
だ
し
『
山
鹿

家
積
徳
堂
文
庫
目
録
稿
』
も
完
成
版
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
リ
ス
ト
Ａ
・
Ｂ
に
記
入
さ
れ
て
い
な
い
史
料
（
国
文
学

研
究
資
料
館
蔵
の
別
フ
ァ
イ
ル
で
確
認
可
能
）
も
あ
る
点
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

 

ま
た
、
史
料
の
一
部
は
開
披
不
能
あ
る
い
は
虫
損
に
よ
り
全
て
閲
覧
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
慎
重
な
取
り
扱
い
が
必
要
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
長
年
素
行
関
連
文
献
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
現
状
に
比
べ
る
と
、
素
行
の
著
作
を
一
部
原
典
か
ら
考
察
で
き
る
以
上
、
『
全
集
』

の
問
題
点
も
踏
ま
え
た
照
合
は
可
能
と
な
っ
た
。
山
鹿
文
庫
を
軸
と
し
た
素
行
研
究
、
及
び
積
徳
堂
に
お
け
る
蔵
書
か
ら
導
き
出
さ
れ
得

る
書
物
知
等
、
多
方
面
の
検
討
が
今
後
は
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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お
わ
り
に 

  

廣
瀬
豊
は
松
浦
伯
爵
家
に
調
査
し
た
際
、
同
家
預
か
り
の
自
筆
本
が
数
多
く
紛
失
し
た
事
実
を
嘆
き
、
以
下
の
よ
う
に
提
言
し
た
。 

山
鹿
家
の
書
籍
も
、
若
し
同
家
が
江
戸
に
あ
つ
た
な
ら
ば
、
到
底
今
日
程
に
現
存
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
今
日
か
く
多
数
残
存
し

て
ゐ
る
の
は
全
く
平
戸
の
辺
陲
に
持
つ
て
行
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
思
へ
ば
天
の
幸
を
感
謝
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
と
共
に
、

国
民
は
こ
の
国
宝
を
永
久
に
完
全
に
保
存
す
る
こ
と
に
力
を
致
さ
れ
ん
こ
と
を
望
ん
で
止
ま
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
か
か
る
厖
大
な
る
書

籍
の
保
存
手
入
れ
は
到
底
一
私
家
の
堪
ふ
る
と
こ
ろ
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
や
平
戸
市
民
は
相
謀
り
て
素
行
文
庫
を
作
り
、
手
入

れ
保
存
に
万
全
の
策
を
講
じ
つ
つ
あ
り
、
誠
に
欣
快
の
念
に
堪
へ
な
い
。
（
『
月
報
』
三
号
、
二
頁
） 

 

山
鹿
家
に
伝
わ
る
多
く
の
書
籍
群
を
「
一
家
の
保
存
で
頼
」
る
こ
と
な
く
、「
国
民
」
全
員
が
「
国
宝
」
を
管
理
し
、
後
世
に
伝
え
る
よ

う
廣
瀬
は
訴
え
る
。
そ
の
後
、平
戸
内
で
は
素
行
文
庫
を
管
理
す
る
動
き
が
あ
り
、
『
素
行
文
庫
目
録
』発
行
と
い
う
成
果
に
ま
で
つ
な
が
っ

て
い
た
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
一
家
の
み
の
保
存
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
に
は
一
部
が
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
件
の
史
料
群
を
「
国
宝
」
と
ま
で
評
し
た
廣
瀬
の
願
い
は
、
『
全
集
』
の
発
行
と
い
う
過
程
を
経
て
、
あ

る
程
度
伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
「
全
」
集
の
躰
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
点
は
、
こ
れ
ま
で
本
論
で
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。 

 

近
世
思
想
史
の
横
断
的
考
察
に
取
り
組
む
上
で
素
行
を
取
り
上
げ
る
際
、
『
全
集
』
の
利
用
は
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
し
、
著
者
自
身
も
そ
の

活
用
自
体
否
定
し
な
い
。
『
全
集
』
は
単
に
素
行
の
思
想
を
検
討
す
る
手
が
か
り
と
し
て
利
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
関
連
文
献
が
ど
こ
に

点
在
し
て
い
た
の
か
、
様
々
な
書
誌
情
報
を
今
な
お
我
々
に
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
稿
に
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、



 － 206 －

恣
意
的
な
削
除
や
抄
録
が
目
立
つ
上
に
、
廣
瀬
自
身
、
自
他
筆
の
区
別
や
、
筆
蹟
の
読
み
取
り
自
体
に
支
障
を
来
し
て
い
た
現
状
は
踏
ま

え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
素
行
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
著
作
集
や
全
集
を
用
い
る
際
、
影
印
本
や
思
想
家
の
著
作
を
余
す
こ
と
な
く

収
載
し
た
も
の
で
も
な
い
限
り
、
我
々
は
編
者
の
意
向
に
反
映
さ
れ
た
上
で
の
研
究
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
実
態
を
留
意
せ
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
利
用
す
る
際
は
慎
重
な
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
、
あ
る
程
度
の
原
典
史
料
と
の
照
合
作
業
も
必
要
で
あ
る
。
『
全
集
』
全
一

五
巻
に
わ
た
る
著
作
の
う
ち
、
山
鹿
文
庫
の
中
で
ど
れ
が
閲
覧
で
き
る
の
か
、
特
に
一
五
巻
は
把
握
が
困
難
な
現
状
は
あ
る
が
、
書
簡
や

年
譜
以
外
は
底
本
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
、
他
の
諸
本
を
用
い
て
原
典
に
あ
た
る
こ
と
は
で
き
る
。 

 

残
さ
れ
た
課
題
、
そ
れ
は
『
全
集
』
の
見
直
し
を
も
踏
ま
え
た
他
の
著
作
へ
の
眼
差
し
で
あ
る
。
『
月
報
』
の
「
遺
著
改
題
」
に
は
『
全

集
』
収
載
の
著
作
と
共
に
、
翻
刻
し
き
れ
な
か
っ
た
文
献
も
年
齢
を
順
に
多
数
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
山
鹿
文
庫
内
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
著
作
の
み
な
ら
ず
『
積
徳
堂
書
籍
目
録
』（
『
全
集
』
一
五
巻
所
収
）
は
、
素
行
存
命
時
の
史
料
が
あ
る
程
度
確
認
で

き
、
当
時
の
書
物
知
を
み
る
上
で
有
益
な
情
報
を
我
々
に
提
供
す
る
。
こ
の
目
録
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
素
行
を
含
め
一
七
世
紀
後
半
の

知
識
人
に
よ
る
読
書
形
態
を
紐
解
く
端
緒
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
平
戸
積
徳
堂
の
蔵
書
を
記
し
た
『
惟
陽
庫
書
籍
目
録
』
が
幕
末
期
に

限
る
と
は
い
え
数
種
類
現
存
す
る
事
実
は
、
当
時
の
一
私
塾
に
お
け
る
蔵
書
を
我
々
に
教
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
『
積
徳
堂
書
籍
目
録
』
と

比
較
す
れ
ば
、
素
行
の
時
代
か
ら
所
蔵
さ
れ
て
い
た
文
献
を
も
導
き
出
せ
る
。 

 

平
戸
山
鹿
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
一
三
〇
〇
以
上
の
史
料
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
明

ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
思
え
ば
『
全
集
』
が
、
素
行
研
究
者
の
中
で
信
頼
を
得
て
、
原
典
と
の
照
合
が
充
分
に
果
た
せ
な

か
っ
た
事
実
を
も
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
長
年
の
間
、
こ
れ
ら
の
文
献
群
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
現
状
を
踏

ま
え
、
山
鹿
文
庫
の
発
信
、
そ
し
て
『
全
集
』
収
載
史
料
と
の
照
合
等
、
素
行
関
連
文
献
を
用
い
た
精
査
を
今
後
に
期
す
と
し
て
、
稿
を
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終
え
る
。 

 
※
本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
（
若
手
）「
山
鹿
素
行
関
連
文
献
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

※
引
用
資
料
の
字
体
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
直
近
の
研
究
書
で
あ
れ
ば
、
内
山
宗
昭
『
教
育
思
想
の
研
究
―
山
鹿
素
行
の
教
育
論
の
考
察
を
中
心
に
』（
酒
井
書
店
、
二
〇
一

三
）
に
お
け
る
素
行
関
連
の
著
作
は
、
全
て
『
全
集
』
に
依
拠
し
、
引
用
し
て
い
る
。 

（
2
）
堀
勇
雄
『
山
鹿
素
行
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
） 

（
3
）
佐
久
間
正
『
徳
川
日
本
の
思
想
形
成
と
儒
教
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
） 

（
4
）
近
年
で
は
『
全
集
』
と
別
に
、
津
軽
に
お
け
る
素
行
関
連
文
献
が
、
史
料
翻
刻
を
は
じ
め
と
し
て
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば

谷
口
眞
子
氏
は
津
軽
藩
に
お
け
る
山
鹿
流
兵
学
の
受
容
形
態
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
（
「
津
軽
藩
に
お
け
る
山
鹿
流
兵
学
の
受
容

―
一
七
世
紀
後
半
の
軍
事
」
（
『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
一
三
、
二
〇
一
二
）
）
、
秋
山
一
實
氏
は
山
鹿
流
兵
学
の
教
科
書
と

し
て
広
ま
っ
た
『
武
教
全
書
』
の
附
属
書
『
武
教
小
学
』
に
着
目
し
、
津
軽
内
に
現
存
す
る
『
武
教
小
学
』
の
注
釈
書
の
翻
刻
を

進
め
て
い
る
。
詳
し
く
は
「
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
『
武
教
小
学
師
弁
書
』
」
（
『
日
本
学
研
究
』
一
五
、
二
〇
一
二
）・「
弘

前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
『
武
教
小
学
弁
解
』」
（
『
日
本
学
研
究
』
一
七
、
二
〇
一
四
）
参
照
。 

 
 

一
方
、
平
戸
山
鹿
家
に
お
け
る
文
献
研
究
は
未
だ
途
上
に
あ
る
。
本
稿
で
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
平
戸
山
鹿
家
と
『
全
集
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。 
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（
5
）
事
実
、
元
長
の
著
作
『
発
機
諺
解
私
淑
言
』（
『
山
鹿
素
行
集
』
一
巻
〔
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
一
九
三
六
〕
所
収
）
は
、
田

原
嗣
郎
が
素
行
の
『
原
源
発
機
』
を
読
み
解
く
際
の
手
が
か
り
に
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
田
原
嗣
郎
「
山
鹿
素
行
の
誠
―
そ
の
思

想
の
理
論
的
構
成
」
（
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
六
〔
二
〕
）
参
照
。 

（
6
）
例
え
ば
伊
賀
市
立
上
野
図
書
館
蔵
の
『
武
教
余
談
』（
二
二
巻
一
四
冊
）
は
、
虫
損
が
激
し
い
た
め
に
原
典
に
あ
た
る
こ
と
は
で

き
ず
、
現
在
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
の
閲
覧
の
み
許
可
さ
れ
て
い
る
。 

（
7
）
平
戸
の
底
本
を
見
る
と
「
平
戸
山
鹿
家
」
は
、
山
鹿
光
世
氏
の
住
ま
い
で
あ
る
旧
積
徳
堂
跡
を
指
す
は
ず
で
あ
る
が
、
廣
瀬
が
な

ぜ
「
平
戸
山
鹿
家
」
・
「
平
戸
町
山
鹿
光
世
氏
」
と
い
う
分
類
を
行
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

（
8
）
表
一
の
所
蔵
先
（
底
本
）
の
う
ち
「
東
京
市
松
浦
伯
爵
家
蔵
」
と
あ
る
の
は
、
積
徳
堂
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

山
鹿
文
庫
内
に
は
現
存
せ
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
松
浦
伯
爵
家
と
平
戸
山
鹿
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
二
節
参
照
。 

（
9
）
『
山
鹿
随
筆
』
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
廣
瀬
も
「
全
体
が
非
常
な
走
り
書
で
、
殆
ど
素
行
自
身
で
な
け
れ
ば
読
め
な
い
も
の
が

多
く
、
実
際
誤
脱
も
多
く
虫
害
も
甚
し
い
の
で
、
こ
れ
が
写
取
り
は
非
常
に
困
難
し
た
。
」
（
『
全
集
』
一
一
巻
、
一
九
六
～
七
頁
）

と
し
、
か
な
り
苦
労
し
た
そ
う
で
あ
る
。
『
山
鹿
随
筆
』
に
関
す
る
書
誌
的
検
討
や
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
。 

（
10
）
楽
歳
堂
文
庫
の
蔵
本
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
松
浦
史
料
博
物
館
（
長
崎
県
平
戸
市
）
に
『
山
鹿
語
類
』
は
現
存

せ
ず
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
現
在
、
所
蔵
先
は
不
明
で
あ
る
。 

（
11
）
管
見
の
限
り
素
行
の
自
筆
・
他
筆
が
混
在
す
る
史
料
は
、
巻
や
項
目
に
よ
っ
て
筆
跡
が
異
な
り
、
文
章
内
で
筆
跡
が
変
わ
る
わ
け

で
は
な
い
。
件
の
『
治
教
要
録
』
も
そ
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
素
行
自
筆
の
筆
跡
を
辿
っ
て
項
目
の
中
で
思
想
を
検
討
す
る
こ
と

は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。 
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（
12
）
『
素
行
文
庫
目
録
』
は
『
国
書
目
録
叢
書
』
二
八
（
大
空
社
、
一
九
九
八
）
内
に
も
再
掲
さ
れ
て
い
る
。 

（
13
）
寺
島
恒
世
「
「
山
鹿
文
庫
」
受
贈
に
関
わ
る
表
彰
式
に
つ
い
て
」
（
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
『
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
』

三
九
、
二
〇
一
五
）
参
照
。 
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